
地域住民の視点でみる川上村の自然

川上村自然観察研究会活動報告

～川上村の大切な自然～



（活動の目標）
吉野川・紀の川を育む源流の豊かな自然環境の保全に寄与する
ため、生育・生息する野生生物の学習、啓蒙・啓発を行うとと
もに、村内および流域の親睦・交流を深める。

毎月、村内外の自然観察や勉強会を実施
森と水の源流館が村民活動として支援
毎月第4月曜日に活動

川上村自然観察研究会
令和３年～

（今年で4年目）

川上村教育委員会社会教育学級補助事業

源流人会会員さん
にも多数



川上村

面積：269.16㎢
人口：1188人
面積の約95％が森林
人工林70％、天然林30％
（日本では人工林40％、天然林60％）

吉野川紀の川の源流
吉野林業の中心地



今年度の川上村での活動

4月22日 上多古 6月22日 足ノ郷峠～白屋岳 7月26日 伯母谷、山葵谷



観察した植物の記録などをしていきます。



毎回、メモを付けたり、まとめたりします。
川上村の身近な自然の記録をつける作業です。

メモ起こしをしたのが今回の発
表です。



足ノ郷

上多古

山葵谷



4月22日
場 所：上多古
参加者：11名

地理院地図（電子国土Web）
春植物と石灰岩植生観察
集落周辺
標高約400m



ホウチャクソウ ムラサキケマン

ムロウテンナンショウ

春のお花・有毒植物が目立ちます。

シカなどの草食獣の影響かな？
ヤマビルも発見・・・

毒毒毒



カキドオシコミヤマカタバミ

垣根を通すほど強いから「垣通し」
薬草
こどもの「かんのむし」に効くらしい。
山菜としても食べられる。

金属を溶かすほどの酸「シュウ酸」
を持つ。（10円玉で実験」
イタドリなどの酸っぱいのも同じ
シュウ酸。
食べ過ぎると下痢するよ。



ヤマブキが川上村のシンボルなのはなぜ？

野生種園芸種



ヤマブキが川上村のシンボルなのはなぜ？
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野生種園芸種

川上村のヤマブキと言えば
こっち



ヤマブキが川上村のシンボルなのはなぜ？

分布はあちこちにしているものの、

ヤマブキは石灰岩地に特徴的な植
物（選択種、嗜好種）

Shimizu（1961)

・日本の石灰岩に特徴的な種を限定種 75種 , 撰択種 39種 , 噂好種 
9種を報告。



（西田1969）

秩父帯

日本の石灰岩地（Shimizu1961）改

川上村の地質は？

わりとめずらしいらしい



きれいな（純度の高い）石灰岩が多い場所

上多古林道沿いの純度の高い石灰岩の露頭
（炭酸カルシウム含有率が50％を超えると白
みが強くなる）
途中に小さな鍾乳洞（石灰洞）も発見。

ホントにあるか見に行こう！



ヤマブキが川上村のシンボルなのはなぜ？

なるほど、たくさんヤマブキ
があるわけだ！



きれいな（純度の高い）石灰岩が多い場所

上多古林道沿いの純度の高い石灰岩の露頭
（炭酸カルシウム含有率が50％を超えると白
みが強くなる）

セイナンヒラゴケ Neckeropsis calcicola



会員情報

上多古口から見える勝負塚

山は、上多古では「おにぎ

り山」とよばれています。



会員情報

ヒカゲノカズラは入之波では

「キツネノタスキ」とよば

れています。

しおのは



観察記録
樹木：
ヤマブキ（花期）、コクサギ、アオキ（花期）

草本：
ムラサキケマン（花期）、ミヤマキケマン（花期）、スズシロソウ（花期）、ミヤマカタ
バミ（花期）、ミヤマハコベ（花期）、ムロウテンナンショウ（花期）、カテンソウ（花
期）、ウワバミソウ、イタドリ（食べごろ）、ホウチャクソウ（花期）、ペラペラヨメナ
（最近、増えつつある外来種。集落内の石垣に逸出したものが野生化）、

シダ：
ヒカゲノカズラ、

コケ：
セイナンヒラゴケ



６月19日
場 所：足ノ郷越～白屋岳
参加者：７名

地理院地図（電子国土Web）

・標高が約1,000mあります。気候区分でいう
と「温帯」くらいにあたります。川上村で人
がくらしているところより一段階、涼しい環
境になります。

この日も涼しかった。



足ノ郷のお地蔵さんにお参り

昔は東吉野村小川と川上村武木の両区でお祀り

この日はノリウツギ（糊空木）が満開でよく目立
ちました（村内の沢沿いに普通）
宇陀紙（吉野町国栖）の「ノリ」に使用
吉野町国栖の周辺にはたくさんのノリウツギがコ
ウゾ、ミツマタと一緒に植えられていたそうです。



ぽつぽつと小湿地があり、オオミズゴケ（酸性を好む）の大きな群落が確認できました。

※オオミズゴケ（環境省RDB準絶滅危惧種・奈良県RDB絶滅危惧種・自然公園法指定植物）



奈良県

アルカリ性

酸性



木村・佐久間
（2008)より作図

奈良県のオオミズゴケの分布

南紀・熊野ジオパークHPより

中央構造線

外帯（付加
帯）：堆積岩主
体

内帯：火成岩主体

アルカリ性

酸性



奈良県のオオミズゴケの分布

南紀・熊野ジオパークHPより

中央構造線

外帯（付加
帯）：堆積岩

内帯：火成岩主

吉野の大地は中央構造線外帯の付加帯
（ならではの自然の面白さがある）

木村・佐久間
（2008)より作図

アルカリ性

酸性



ウリハダカエデ オオバアサガラ コアジサイ

前2種は集落周りであまり見かけないですが、シカの不嗜好性植物とされるものが目立ちました。

たくさん生えていた木の種類



観察記録
樹木：
タラノキ、ヤマカシュウ、ノリウツギ、オオバアサガラ、ウリハダカエデ、ミズナラ、コア
ジサイ、クロモジ、コバンノキ、アブラチャン（川上村ではムラダチ）、ミズメ、ソヨゴ
草本：
ミズタビラコ、マツカゼソウ、チドメグサの仲間、ヤマトテンナンショウ、フタリシズカ、
サワギク
シダ：
ヒカゲノカズラ、マンネンスギ、クラマゴケの仲間、ツヤナシイノデ？、イワヒメワラビ、
コバノイシカグマ、トウゲシバ、ゼンマイ
コケ：
ホソバオキナゴケ、ミゾホオズキ、イワダレゴケ、ヒノキゴケ（別名イタチのしっぽ）、オ
オミズゴケ、コセイタカスギゴケ、ナミガタチョウチンゴケ、コウヤノマンネングサ
動物：
サワガニ（メス）、タゴガエル、コオニヤンマ、、タカハヤ
鉱物：
チャート、石灰岩



８月26日
場 所：山葵谷（伯母谷）
参加者：７名

地理院地図（電子国土Web）

伯母谷川（吉野川支流）源流
石灰岩多い
標高約750m
※右岸通常立ち入り禁止



ソハヤキ（襲速紀）要素の植物の観察

ズイナ コクサギ（好石灰岩性）：中奥～上多古に多い



コクサギ

2枚

2枚

コクサギのおぼえ方

・コクサギ型互生＝2枚づつ交互に葉っぱが付く
・葉っぱの香り



九州中南部、四国南部、紀伊半島の南部、東海地
方（中央構造線外帯）に分布の中心がある植物の
グループです。約100種。

・襲：かつて九州南部の民族である熊襲

・速：豊予海峡の古い呼び名である速吸瀬戸

・紀：紀伊国

※川上村の主なソハヤキ要素の植物

トガサワラ、コウヤマキ、ウラジロモミ、シロモジ、ヤハズアジサイ、ヒメ
シャラ、サツキ、モチツツジ、イワザクラ、キレンゲショウマ、ヤマジオウ、
ジンジソウなど

ソハヤキ（襲速紀）要素→川上村に多い



サワグルミ カツラ トチノキ

川上村源流部の沢沿いで高木になる木（4点セット）を観察

ほかにシオジも観察（写真無し）



観察記録

樹木：
スギ（針葉混交林）、コアカソ、トチノキ、サワグルミ、シオジ、カツラ、コクサギ、ズイナ、アブ
ラチャン、アサガラ、ケヤマハンノキ、フサザクラ、ミカエリソウ
草本：
アケボノソウ、、マツカゼソウ、ムロウテンナンショウ、ホオズキ、ミゾホオズキ
シダ：
イワヒメワラビ、コバノイシカグマ、オニヒカゲワラビ、テリハヤブソテツ
コケ：
チチブハイゴケ、ホンシノブゴケ
動物：
オオルリ（song）、ニホントカゲ、タゴガエル、ヤマビル

（参考）伯母谷区管理のワサビ田があったが、施設が壊れて、現在は稼働していない。



今年度の観察したことの整理（川上村の自然の特徴）

・村のシンボル、ヤマブキが川上村にたくさんあることの理由を知る

・石灰岩が川上村に多いことに関係した植物が多いことを知る

・住んでいる大地の成り立ち、中央構造線の外帯（付加帯）で、アルカリ土壌が多いことを知る

・ソハヤキ要素って

・源流の高木になる４種類を知る



今年度の観察したことの整理（川上村の自然の特徴）

・村のシンボル、ヤマブキが川上村にたくさんあることの理由を知る

・石灰岩が川上村に多いことに関係した植物が多いことを知る

・住んでいる大地の成り立ち、中央構造線の外帯（付加帯）で、アルカリ土壌が多いことを知る

・ソハヤキ要素って

・源流の高木になる４種類を知る

メモの積み重ねは地域住民によるインベントリー収集活動へ



川上村の自然の面白さを楽しみませんか？

入会お待ちしています
代表：中川育子さんまで


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20: 観察記録
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28: 観察記録
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34: 観察記録
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37

